アスペクト指向 AspectJ プログラムのモデル化に関する研究 by 早瀬 晃司
愛知県立大学情報科学部 平成 26 年度 卒業論文要旨 
アスペクト指向 AspectJプログラムのモデル化に関する研究 
情報学科 早瀬 晃司      指導教員：辻 孝吉 
 
1 はじめに 
近年、情報システムは大規模化、更に複雑化しており、
それに伴って動作させるためのプログラムも大規模化、複
雑化している。AspectJ言語は保守性や再利用性など様々
な利点から、このような処理に向いていると考えられてい
る。また、解析手法の中で並行的、分散的なシステムを解
析する上で図的、数学的に有用なツールの 1つとして「ペ
トリネット」というものがあり、フローチャートなどと同
様にシステム構造の可視的な表現手段としても使用する
ことができる。また、ペトリネットの中でトークンという
ものを使用することにより、システムの並行的でダイナミ
ックな事象のシミュレートができる。そこで、本論文では
AspectJ 言語をペトリネットでモデル化し解析すること
を考える。 
 
2 ペトリネットの定義[1] 
以下に本論文で用いるペトリネットの定義を示す。詳し
い法則、カラーペトリネットについては本論文に記述す
る。 
ペトリネット PN(P,T,F,W,M0)、ここで 
P={p1,p2,…,pm}はプレースの有限な集合。 
T={t1,t2,…tm}はトランジションの有限な集合。 
F⊆(P×T)∪(T×P)はアークの集合。(流れ関係) 
W：F→{0,1,2,3,…}は重み付け関数。 
M0：P→{0,1,2,3,…}は初期マーキング。 
P∩T＝φでかつ P∪T≠φである。 
特定の初期マーキングが規定されていないペトリネット
構造は Nで表される。 
初期マーキングが規定されているペトリネットは(N,M0)
で表される。 
 
3 プログラムのモデル化 
 ペトリネットを用いてプログラムをモデル化すること
によってプログラム自体の流れを理解することができ、更
にプログラムの解析が容易になる。 
 
 本研究では従来のモデル化アルゴリズムについて検討
すると共に、改良アルゴリズムを提案する。 
提案したモデル化は｢around｣｢after returning｣｢after 
throwing｣とあるが、全てを載せることはできないので
｢around｣のみを挙げる。 
アドバイス｢around｣についての新しいモデル化アルゴ
リズムのポイントを記す。従来のモデル化アルゴリズムに
おいてアドバイス｢around｣では、プログラム通りにモデル
化ができているが、proceed構文という｢around｣特有の構
文があり、その構文のモデル化を省略している。そのため、
proceed 構文が実際にプログラムに入っていた場合その
動きが見えなくなってしまう。新しいモデル化アルゴリズ
ムでは、その proceed構文の動きを省略せずに、｢around｣
アドバイスをモデル化することができる。 
 
 
 
アドバイス｢around｣を使ったプログラムを従来のモデ
ル化アルゴリズムでモデル化したものを図１に、新しいモ
デル化アルゴリズムでモデル化したものを図２に載せる。 
(具体的アルゴリズム、プログラムは卒業論文参照) 
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 図１を見ると、proceed構文が実行されたときに、普
通の処理としてトランジションにラベル付けされて終わ
っているが、図２の新しいモデル化アルゴリズムでは、同
期プレースを活かして proceed 構文があった場合に、ジョ
インポイントの本来の処理が実行され、そして実行が終わ
るまでアドバイスのプログラムは停止しなければならな
くなっている。新しいモデル化アルゴリズムによって今ま
でモデル化されていなかった proceed 構文がモデル化さ
れ解析が容易になることがわかる。 
 
4 まとめ 
 今回の研究では AspectJ の新しいモデル化アルゴリズ
ムを３つ提案した。これにより、プログラムの流れや順序
に従った実用的なアルゴリズムに近づくことができ、
AspectJ を知らない人でもモデル化を見て理解すること
が容易になった。今後の課題は縮約法を用いた効率的な解
析である。 
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